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はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告

表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• 集草袋などのアタッチメントを使用する際には、特
別の注意が必要です。アタッチメントによってマシ
ンの運転特性や安定性が変わる場合がありますか
らご注意ください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカーの指
示にしたがってウェイトやカウンタウェイトを必ず
正しく搭載してください。

• 急斜面ではバガーを使用しないこと。集草装置が
重くなるとマシンを制御できなくなったり転倒したり
する危険があります。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転してく
ださい。また斜面では、必ず決められた走行方向
や作業方向を守ってください。ターフの状態は、マ
シンの安定性に大きな影響を与えます。段差の近く
での運転には特に注意してください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うことが原
則です。急旋回したり不意に速度や方向を変え
たりしないでください。

• 集草装置をとりつけることによって視界が制限され
る場合があります。バックするときには十二分の
注意が必要です。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 絶対に、デフレクタを上げたまま、取り外したま
ま、あるいは改造したりして刈り込みをしないでくだ
さい集草装置を使用するときは別。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してください。
エンジンを駆動させたままで調整を行うのは避けて
ください。

• どんな場合であれバッグを空にする時や詰まりを除
去する時も含みます、運転位置を離れる時には、
平らな場所に停車し、駆動装置を解除し、エンジン
を停止させてください。

• 集草装置を外して刈り込みを行う場合には、必ず、
以前に取り外したデフレクタやガードなどを元通り
に取り付けてから運転してください。集草装置もデ
フレクタも取り付けない状態の運転は絶対にしな
いでください。

• 集草装置の中に、長期間にわたって刈かすを放置
しないでください。

• 集草装置の各部が消耗や劣化してくると、内部の
可動部が露出したり、内部に吸い込まれたものが
飛び出してくる危険があります。各部を頻繁に点検
し、必要に応じてメーカーが推奨する交換部品と交
換するようにしてください。

牽牽牽引引引時時時ののの安安安全全全事事事項項項
• 牽引される側の機械は、ヒッチポイントでのみ連結

してください。

• アタッチメントを取り付けて運転したり牽引したりする
場合には、アタッチメントのメーカーが決めたウェイ
トの搭載や重量制限を守ってください。

• 牽引される側の機械には絶対に子供などを乗せな
いでください。

• 斜面などでは、牽引される側の機械の重量によっ
て運転制御ができなくなる危険があります。牽引重
量を減らし、走行速度を落としてください。

• 停止までに必要な距離は、牽引物の重さに比例し
て長くなります。牽引は低速で行い、停止距離を
十分にとってください。

• 旋回する時は、アタッチメントが機体に当たらないよ
うに大きく旋回してください。

• 牽引車両よりも重いものを牽引しないでください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal109-6809

109-6809

1. 手を押しつぶされる危険バガー全体を一度に機体から外さないでください。バガー上部を開き、その後にバガーからバッグを外してく
ださい。バガー上部を閉めたままで外さないこと上部を開いてから取り外してください。

decal110-6691

110-6691

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. モアから異物が飛び出す危険必ずデフレクタ、排出部カバー
または集草装置を取り付けて運転すること。

3. 手や足を切断する危険可動部に近づかないこと。

decal133-8061

133-8061
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

2 必要なパーツはありません。 – ガードを取り外しますMyRide® 搭載機
のみ。

ボルト⅜ x 1" 4
ロックナット⅜" 6
左側ウェイト取り付けブラケット 1
右側ウェイト取り付けブラケット 1
ワッシャ 2
ボルト5/8 x 2¾" 2

3

スーツケースウェイト 6

ウェイトを取り付けます。

4 必要なパーツはありません。 – ガードを取り付けますマイライド搭載機
のみ。

スタビライザブラケット 1
キャリッジボルト 5/16 x ¾" 2
ロックナット5/16" 4
タッピングねじ5/16 x ¾" 2
ボルト5/16 x 1" 2
ピボットフレーム 1
ヘアピンコッター 2
ロッド 2

5

ワッシャ 2

アタッチメントマウントを取り付けます。

ラッチロッド 16 ヘアピンコッター 1 ラッチロッドを取り付けます。

バガートップ 17 バガースクリーン 1 バガートップを組み立てます。

集草バッグ 2
上側バガーチューブ 1
ピボットブラケット 2
ボルト5/16 x 1" 4

8
ナット5/16" 4

バガートップを取りつけます。

9 シュート 1 シュートを取り付けます。

10 必要なパーツはありません。 – 排出チューブに接続します。
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1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. ブレード制御スイッチを切る

3. 走行コントロールレバーをニュートラルロック位置
外側に動かして駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2
ガガガーーードドドををを取取取りりり外外外すすす

MyRide® 搭搭搭載載載機機機のののみみみ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 外したパーツはすべて再利用します。

1. フレーム側面にガードを固定しているボルトを取り
外す。

2. フレームの左右両側からガードを取り外す図 3。

g308507

図図図 3

3
ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 ボルト⅜ x 1"

6 ロックナット⅜"

1 左側ウェイト取り付けブラケット

1 右側ウェイト取り付けブラケット

2 ワッシャ

2 ボルト5/8 x 2¾"

6 スーツケースウェイト

手手手順順順

注注注 この作業はコントロールレバー付きのモデルでのみ
必要です。ステアリングホイール付きモデルではウェイ
トの取り付けは不不不要要要ででですすす。

注注注意意意
バババガガガーーーををを取取取りりり付付付けけけるるるととと車車車両両両ののの重重重量量量バババララランンンスススががが変変変わわわ
るるる。。。車車車両両両前前前方方方にににウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけずずずにににバババガガガーーーををを
使使使用用用すすするるるととと機機機体体体ががが不不不安安安定定定ににになななっっっててて車車車両両両ををを制制制御御御ででで
きききなななくくくなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババガガガーーーををを取取取りりり付付付けけけたたたマママシシシンンンでででははは、、、運運運転転転前前前ににに必必必ずずず車車車
両両両前前前方方方のののウウウェェェイイイトトトががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確
認認認すすするるるこここととと。。。

1. フレームの下にウェイト用ブラケットを取り付け
るボルト⅜ x 1"2本とロックナット⅜"2個を使用して
図 4のように取り付ける。

2. ウェイト用ブラケットにスーツケース型ウェイトを取
り付けるボルト5/8 x 2¾"2 本、ワッシャ 2 枚、
ロックナット⅜"2 個で図 5のように取り付ける。

3. 全部のブラケットとウェイトを取り付けたら、ボル
トナットが十分に締まっていることを確認する。
必要に応じて締め付けること。

重重重要要要 バババガガガーーーををを取取取りりり外外外しししたたた場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずウウウェェェ
イイイトトトももも取取取りりり外外外しししててて、、、マママシシシンンンのののバババララランンンスススををを適適適正正正ににに維維維
持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。
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図図図 4
キャスタフォークとホイールは図示せず。

1. 右前キャスタ 4. 右取り付けブラケット

2. 前穴図は右側 5. ボルト⅜ x 1"
3. ロックナット⅜"

g299244

図図図 5

1. スペーサ 3. スーツケースウェイト

2. ロックナット⅜" 4. ボルト5/8 x 2¾"

4
ガガガーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

マママイイイララライイイドドド搭搭搭載載載機機機のののみみみ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. ガード上部をデッキ下から差し込み、フレーム下

に沿って傾け、ノッチにはめこむ図 6。

g308505

g308526

図図図 6

1. ノッチ

2. 2 ガードを取り外す (ページ 5)で外したガードを図
3のようにフレームに固定する。
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5
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトマママウウウンンントトトををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スタビライザブラケット

2 キャリッジボルト 5/16 x ¾"

4 ロックナット5/16"

2 タッピングねじ5/16 x ¾"

2 ボルト5/16 x 1"

1 ピボットフレーム

2 ヘアピンコッター

2 ロッド

2 ワッシャ

スススタタタビビビララライイイザザザブブブラララケケケッッットトトとととピピピボボボッッットトトフフフレレレーーー
ムムムををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. エンジンガードにスタビライザブラケットを取り付

けるキャリッジボルト5/16 x ¾"2本とロックナット
5/16"2個を使用する図 7。

g300204

図図図 7

1. キャリッジボルト5/16 x ¾" 2. ロックナット5/16 "

2. ピボットフレームを機体フレームに、図 8のように
取り付ける。ピボットフレームを固定するボルト
5/16 x 1"2本とロックナット5/16"2個を使用する。

g300205

図図図 8

1. ロックナット5/16" 2. ボルト5/16 x 1"

3. ピボットフレームを、機体フレームの底部に固定
するタッピングねじ5/16 x ¾"2 本を使用して図 9
のように取り付ける。

g300206

図図図 9

1. タッピングねじ5/16 x ¾"

4. 機体フレームの左側にあるキー付きスロットに、
ロッドの曲がって太い方の端部を差し込み、ロッ
ドを後方にずらしてフレームに取り付ける図 10。

注注注 機体の右側でも同じ作業を行ってください。

7
 



g300207

図図図 10

5. ロッドの曲がった方の端部を、図 10のようにア
タッチメントマウントに差し込み、各ロッドの端部
をワッシャとヘアピンコッターで固定する。

6
ラララッッッチチチロロロッッッドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ラッチロッド

1 ヘアピンコッター

手手手順順順

ヘアピンコッターでラッチロッドを取り付ける図 11。

g033027

図図図 11

1. ヘアピンコッター 2. ラッチロッド
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7
バババガガガーーートトトッッップププををを組組組みみみ立立立てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バガートップ

1 バガースクリーン

手手手順順順
1. バガートップを裏返す。

2. 図 12のようにスクリーンを、集草バッグ側へ傾斜
するように取り付ける。

注注注 スクリーンが所定位置にスナップ固定され、タ
ブがバガートップに入ったことを確認してください。

g005666

図図図 12

1. バガートップ 3. スクリーンのタブ

2. スクリーン 4. バガートップのスロット
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8
バババガガガーーートトトッッップププををを取取取りりりつつつけけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 集草バッグ

1 上側バガーチューブ

2 ピボットブラケット

4 ボルト5/16 x 1"

4 ナット5/16"

手手手順順順
1. バガートップをバガーフレームに取り付ける。

2. ピボットフレームにピボットブラケットを取り付け
る図 10。

3. ピボットブラケットにバガートップを固定するボルト
5/16 x 1"4本とナット5/16"4個を使用する。

注注注 バガートップの取り付けは人で行うと楽です。

g300208

図図図 13

1. バガーポスト 3. ナット(5/16"
2. ボルト5/16" x 1"

4. バガートップを持ち上げ、バッグフレームのフック
をリテーナブラケットにセットしてバッグを取り付
ける図 14。

g300378

図図図 14

5. バガートップをバッグの上に降ろす図 15。

g033030

図図図 15

6. 上側バガーチューブを取り付ける湾曲している方
の端部をバガートップの開口部に差し込む。

注注注 保持ポストが付いている太い方の端部が前方
に下向きになっており、仕上げキットにはまる恰
好になっていることを確認してください。
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9
シシシュュューーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シュート

手手手順順順
1. 図 16のように、シュートを傾けてデッキの穴に

ピンを挿入する。

g300377

図図図 16

2. シュートを後方に倒し、デッキに寄せてデッキと
平行にする。

注注注 シュートの保持フックが外側を向き、シュート
の口がデッキに密着するようにしてください。

3. シュート上部で、フック形ラッチをデフレクタアセン
ブリのピボットロッドに引っ掛けて、ロッドを刈り込
みデッキの穴に取り付ける図 17。

g300375

図図図 17

4. シュートのフレキシブルラッチを、デッキに溶接し
てある留め金に引っ掛ける図 18。

g299268

図図図 18

1. シュート 3. フレキシブルラッチ

2. 留め金
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10
排排排出出出チチチュュューーーブブブににに接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 排出チューブの湾曲した方の端部をバガートップ

の開口部に差し込む図 19。

g010641

図図図 19

1. 排出チューブ端が湾曲して
いる

4. ペグ

2. バガートップの開口部 5. ゴム製ストラップ

3. 排出チューブ広口側端部

2. 排出チューブの広口側端部をシュートに接続す
る。シュートに付いているゴム製のストラップを排
出チューブのペグに止めて固定する図 19。

3. バガーの取り付けが終了したら、点火プラグの
コードを取り付ける。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

警警警告告告
人人人身身身事事事故故故ややや電電電気気気系系系統統統ののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに以以以
下下下ののの注注注意意意ををを厳厳厳守守守すすするるるこここととと

• こここのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを使使使用用用すすするるる前前前ににに、、、必必必ずずず刈刈刈りりり込込込
みみみ装装装置置置のののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、
操操操作作作方方方法法法ととと安安安全全全上上上ののの注注注意意意ををを十十十分分分ににに理理理解解解すすするるる。。。

• エエエンンンジジジンンン作作作動動動中中中にににははは絶絶絶対対対ににに、、、排排排出出出チチチュュューーーブブブややや、、、
バババガガガーーートトトッッップププやややシシシュュューーートトトををを取取取りりり外外外さささななないいい。。。

• バババガガガーーーががが詰詰詰まままっっったたた場場場合合合にににははは、、、かかかななならららずずずエエエンンンジジジンンン
ををを停停停止止止ししし、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部がががすすすべべべててて完完完全全全 ににに停停停止止止
しししてててかかかららら詰詰詰まままりりりののの解解解消消消作作作業業業ににに掛掛掛かかかるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに、、、エエエンンンジジジンンンををを掛掛掛けけけたたたままままままででで整整整備備備ややや修修修理理理
ををを行行行わわわななないいい。。。

警警警告告告
デデデフフフレレレクククタタタ、、、バババガガガーーーチチチュュューーーブブブ、、、あああるるるいいいはははバババガガガーーーアアアセセセ
ンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけずずずににに刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業ををを行行行うううここことととははは、、、
自自自分分分自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ををを回回回転転転刃刃刃やややそそそれれれににに飛飛飛ばばばさささ
れれれてててくくくるるる異異異物物物ののの危危危険険険にににさささらららすすす危危危険険険行行行為為為ででであああるるるここことととををを
理理理解解解すすするるる。。。回回回転転転刃刃刃ににに触触触れれれたたたりりり、、、回回回転転転刃刃刃ににに跳跳跳ねねね飛飛飛
ばばばささされれれたたたももものののににに当当当たたたるるるととと大大大けけけがががをををしししたたたりりり最最最悪悪悪ののの場場場合合合
にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• バババガガガーーーををを取取取りりり外外外しししたたた場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずデデデフフフレレレクククタタタ
ををを取取取りりり付付付けけけ、、、側側側方方方排排排出出出モモモーーードドドにににしししてててかかからららマママシシシンンン
ををを使使使用用用すすするるる。。。

• デデデフフフレレレクククタタタががが万万万一一一破破破損損損しししててていいいるるるのののををを発発発見見見しししたたた
場場場合合合にににははは直直直ちちちににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。デデデフフフレレレクククタタタははは
刈刈刈かかかすすすなななどどどののの排排排出出出方方方向向向をををタタターーーフフフににに向向向けけけるるるたたためめめ
ののの部部部品品品ででであああるるる。。。

• カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの下下下にににははは絶絶絶対対対ににに手手手足足足ををを差差差
ししし入入入れれれななないいいこここととと。。。

• 刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの排排排出出出部部部ややや刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドののの
近近近くくくををを清清清掃掃掃すすするるる時時時にににははは必必必ずずずPTOををを解解解除除除OFFししし、、、
エエエンンンジジジンンンのののキキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。まままたたた、、、キキキーーーををを抜抜抜
ききき取取取っっったたたららら、、、点点点火火火プププラララグググののの高高高圧圧圧コココーーードドドももも外外外しししててて
おおおくくく。。。

• シシシュュューーートトトががが詰詰詰まままっっったたた場場場合合合にににももも、、、必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを
停停停止止止さささせせせてててかかかららら詰詰詰まままりりりののの解解解消消消ををを行行行ううう。。。
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集集集草草草バババッッッグググにににたたたまままっっったたた刈刈刈かかかすすす
ををを捨捨捨てててるるる

危危危険険険
刈刈刈りりりかかかすすす、、、木木木ののの枝枝枝なななどどどははは燃燃燃えええるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。エエエ
ンンンジジジンンン付付付近近近ででで火火火災災災ががが起起起こここるるるととと人人人身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事
故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンやややマママフフフラララーーーののの付付付近近近にににごごごみみみををを貯貯貯めめめななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババガガガーーーのののカカカバババーーーををを開開開くくく時時時ににに、、、内内内部部部のののごごごみみみをををエエエ
ンンンジジジンンンやややマママフフフラララーーーののの上上上ににに落落落とととさささななないいいよよようううににに注注注意意意
すすするるるこここととと。。。

• 機機機械械械ののの格格格納納納はははエエエンンンジジジンンンががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら行行行
ううう。。。

刈かすが入った集草バッグの取り扱いには十分注意す
ること。集草バッグを空にするには

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 走行コントロールレバーを外側に開いてニュートラ
ルロック位置にし、エンジンを停止し、キーを抜
き取り、駐車ブレーキを掛け、各部が完全に停
止したのを確認してから運転席を降りる。

3. バガートップを開ける上方に開く図 20。

g005758

図図図 20

4. 刈かすをバッグの中にしっかり押し込む。両手
を使ってバッグを引っ張り上げて保持ブラケット
から外す。バッグを空にする。もう一方のバッグ
にも同じ作業を行う。

g300218

図図図 21

g300217

図図図 22

5. バッグフレームのフックをリテーナブラケットにセッ
トしてバッグを取り付ける。

6. バガートップをバッグの上に降ろす。

13
 



バババガガガーーーががが詰詰詰まままっっったたた場場場合合合ののの対対対処処処

警警警告告告
バババガガガーーーががが作作作動動動中中中はははブブブロロロアアアががが回回回転転転すすするるるのののででで、、、こここれれれににに
手手手ががが触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• ブブブロロロアアアののの調調調整整整、、、清清清掃掃掃、、、修修修理理理、、、点点点検検検、、、おおおよよよびびび
シシシュュューーートトトののの詰詰詰まままりりりををを取取取りりり除除除くくく前前前にににははは、、、必必必ずずずエエエンンン
ジジジンンンををを停停停止止止さささせせせ、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部がががすすすべべべててて完完完全全全
ににに停停停止止止しししてててかかかららら作作作業業業ににに掛掛掛かかかるるるこここととと。。。キキキーーーををを抜抜抜ききき
取取取るるる。。。

• シシシュュューーートトトやややブブブロロロアアアチチチュュューーーブブブののの詰詰詰まままりりりののの除除除去去去にににははは
必必必ずずず棒棒棒なななどどどををを使使使用用用ししし、、、決決決しししててて素素素手手手ででで行行行わわわななないいい。。。

• 顔顔顔ややや手手手足足足ややや衣衣衣服服服ををを可可可動動動部部部ににに近近近づづづけけけななないいいよよようううににに
十十十分分分注注注意意意ししし、、、カカカバババーーーなななどどどががが付付付いいいててていいいてててももも過過過信信信ししし
ななないいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、ブレードコントロールスイッ
チを切る。

2. 走行コントロールレバーを外側に開いてニュートラ
ルロック位置にし、エンジンを停止し、キーを抜
き取り、駐車ブレーキを掛け、各部が完全に停
止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 集草バッグに刈りかすがいっぱいにたまっている
場合にはバッグを空にする。

4. 排出チューブとシュートとの接続を外す。棒など
を使ってデッキ、排出チューブ、シュート、バ
ガートップから詰まりを取り除く。

5. 詰まりが除去できたら、バガーシステムを元通り
に組み立て、作業を再開する。

バババガガガーーーののの取取取りりり外外外ししし

注注注意意意
バババガガガーーーアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを外外外しししたたたのののににに、、、前前前バババガガガーーーウウウェェェ
イイイトトトををを取取取りりり外外外さささずずずににに運運運転転転すすするるるととと、、、車車車体体体ががが不不不安安安定定定ととと
なななっっっててて制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• バババガガガーーーアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを外外外しししたたたららら、、、必必必ずずず前前前バババガガガーーー
ウウウェェェイイイトトトももも取取取りりり外外外すすすこここととと。。。

• バババガガガーーーだだだけけけををを外外外ししし、、、前前前バババガガガーーーウウウェェェイイイトトトををを付付付けけけたたた
ままままままでででののの運運運転転転ははは絶絶絶対対対にににしししてててはははななならららななないいい。。。

バガーを取り外すには、「組み立て」の章で実施し
たバガーの取り付け手順を逆に行ってください。ウェ
イトが取り付けられている場合は、バガーと共に必ず
取り外してください。

注注注 側方排出サイドディスチャージ方式に戻す場合に
は、集草バッフルを取り外して、マシンに元々付いてい
たカットオフバッフルを取り付けてください。

牽牽牽引引引バババーーーののの使使使用用用方方方法法法
バガーサポートブラケットには牽引バー機能もあります。

• まず、マシンの運転方法を十分に理解してください。

• 旋回するときはスピードを落として周囲に十分なス
ペースがあることを確認してください。

• 旋回するときは牽引車と牽引物との距離を十分に
とって大きく曲がってください。

• 重いものを無理に牽引すると油圧トランスミッション
を破損する恐れがあります。

g300210

図図図 23

1. バガーサポートブラケットと牽引バー
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ヒヒヒンンントトト

集集集草草草のののコココツツツ

サササイイイズズズをををしししっっっかかかりりり頭頭頭ににに入入入れれれててて

このアタッチメントを取り付けると、刈り込み機械の長
さ、幅、ともに大きくなることを十分認識しておいてくだ
さい。狭い場所で急な旋回をしたりすると、アタッチメン
トを破損させる可能性があります。

トトトリリリミミミンンングググ

トリミングは、デッキの左側のみで行ってください。デッ
キの右側でトリミングすると、バガーのシュートや排出
口を破損させる可能性があります。

刈刈刈りりり込込込みみみ高高高さささ

刈高を低くしすぎないように注意しましょう。マシンの周
囲に深い草があると、刈り込みデッキの中に空気が十
分に入らず、うまく集草できなくなります。空気の流入
が不足するとバガーが詰まってしまいます。

刈刈刈りりり込込込みみみ回回回数数数頻頻頻度度度

刈り込み作業はあまり日にちをあけずに特に成長期行
いましょう。草が伸びすぎてしまった場合には2度に分
けて刈り込みを行う必要があります。

刈刈刈りりり込込込みみみのののテテテクククニニニッッッククク

刈り上がりをきれいに見せるためには、刈幅がすこし
重なるようにして刈り込んで行くのがベストです。こうす
るとエンジンの負担も軽くなり、シュートや排出チューブ
が詰まるようなトラブルも少なくなります。

集集集草草草速速速度度度

ほとんどの場合は、エンジンのスロットルを高速に設定
して通常の走行速度で刈り込み集草を行って大丈夫で
す。しかし、非常に乾燥している日には、スロットルを
少し落とし、走行速度は少し上げて作業を行うとよいで
しょう。刈り込み速度が速すぎるあるいはエンジン速度
が遅すぎるとバガーが詰まってしまう可能性がありま
す。登り斜面では走行速度を落とす必要があるでしょ
う。これにより、エンジンが所定速度で回転を維持する
ことができ、効率よく集草を続けられます。可能な場合
は必ず上から下へ向かって刈ってください。

注注注意意意
バババガガガーーーににに刈刈刈かかかすすすがががたたたまままるるるにににつつつれれれてててマママシシシンンンののの後後後部部部ががが
重重重くくくなななっっってててきききままますすす。。。法法法面面面ででで上上上向向向きききににに停停停止止止しししたたたあああとととににに
急急急発発発進進進すすするるるととと、、、機機機体体体ののの前前前部部部ががが浮浮浮ききき上上上がががっっってててハハハンンンドドド
ルルルががが効効効かかかなななくくくなななるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

• 法法法面面面でででははは急急急停停停止止止・・・急急急発発発進進進しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。登登登
りりり発発発進進進ををを避避避けけけるるるよよようううにににしししままましししょょょううう。。。

• 上上上りりり坂坂坂ででで停停停止止止しししてててしししまままっっったたた場場場合合合にににははは、、、ブブブレレレーーー
ドドドコココンンントトトロロローーールルルををを解解解除除除しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそしししてててそそそ
のののまままままま、、、ゆゆゆっっっくくくりりりととと、、、バババッッックククででで法法法面面面ををを下下下がががっっっててて
くくくだだださささいいい。。。

• 斜斜斜面面面でででははは、、、急急急旋旋旋回回回しししたたたりりり不不不意意意ににに速速速度度度ををを変変変えええたたたりりり
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• バババガガガーーーだだだけけけををを外外外ししし、、、前前前バババガガガーーーウウウェェェイイイトトトををを付付付けけけたたた
ままままままでででののの運運運転転転ははは絶絶絶対対対にににしししてててはははななならららななないいい。。。

草草草丈丈丈ががが長長長いいい場場場合合合ののの集集集草草草

非常に草丈が高くなると刈かすが非常に重くなり、集
草バッグまでの送り込みができなくなります。こうなる
とチューブやシュートが詰まりを起こします。これを避
けるためには、まず高めの刈高で一度刈り込みを行
い、次に通常の刈高に戻してもう一度刈り込むのがよ
いのです。

草草草がががぬぬぬれれれててていいいるるる場場場合合合ののの集集集草草草

芝生が乾いているときの刈り込みが一番きれいです。
どうしてもぬれた芝を刈り込まなければならない場合に
は、刈りかすを普通に側方に排出するのがおすすめで
す。そして数時間たって刈りかすが乾いたら、バガー
を取り付けて刈りかすを集草します。

詰詰詰まままりりりののの兆兆兆候候候ををを知知知るるる

集草しながらの刈り込みでも、デッキの前部から少しの
量の刈かすが吹き出してくるのが普通です。この吹き
出し量が多い場合には、集草バッグが一杯であるか、
途中で詰まっている可能性があります。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 10 時間 • バガーの点検を行う。

使用するごとまたは毎日 • バガーを清掃する。

長期保管前
• バガーの点検を行う。
• バガーを清掃する。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに
触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告
運運運転転転中中中はははエエエンンンジジジンンンががが高高高温温温ににになななるるる。。。高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと大大大やややけけけどどどををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン関関関連連連ののの機機機器器器、、、特特特にににマママフフフラララーーーににに触触触れれれるるる作作作業業業ははは、、、温温温度度度ががが下下下がががっっってててかかかららら行行行うううこここととと。。。

警警警告告告
刈刈刈りりりかかかすすす、、、木木木ののの枝枝枝なななどどどははは燃燃燃えええるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンン付付付近近近ででで火火火災災災ががが起起起こここるるるととと人人人身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事故故故
ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンやややマママフフフラララーーーののの付付付近近近にににごごごみみみををを貯貯貯めめめななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババガガガーーーのののカカカバババーーーををを開開開くくく時時時ににに、、、内内内部部部のののごごごみみみをををエエエンンンジジジンンンやややマママフフフラララーーーののの上上上ににに落落落とととさささななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 機機機械械械ののの格格格納納納はははエエエンンンジジジンンンががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら行行行ううう。。。

バババガガガーーーアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

長期保管前

使用開始から10運転時間後、そしてその後は1か月ご
とにバガーアタッチメントを点検してください。

1. シュート、排出チューブ、バガートップを点検し、
これらが破れていたり破損していたりしたら交換
してください。

2. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。

3. ボルト・ナットやラッチを点検し、無くなっていたり
破損しているものは交換する。

4. 集草バッグの劣化状態を調べる。

警警警告告告
集集集草草草バババッッッグググががが破破破れれれててていいいたたたりりり穴穴穴ががが開開開いいいててていいいたたたりりり
すすするるるととと、、、そそそこここかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出すすす可可可能能能性性性がががあああ
りりり、、、異異異物物物ががが人人人ににに当当当たたたるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに
発発発展展展すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 集集集草草草バババッッッグググににに穴穴穴、、、破破破れれれ、、、そそそののの他他他ののの劣劣劣化化化ががが
ななないいいかかか、、、よよよくくく点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 集集集草草草バババッッッグググををを洗洗洗わわわななないいいこここととと。。。

• 古古古くくくなななっっっててて劣劣劣化化化しししたたた集集集草草草バババッッッグググははは新新新しししいいいももも
のののににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドののの点点点検検検
刈り込みブレードは定期的に点検し、また、異物に当
たった場合には直ちに点検する。

ブレードがひどく磨耗していたり破損している場合には
新しいものに交換する。ブレードの保守の詳細につい
ては、刈り込みデッキまたはマシンのオペレーターズマ
ニュアル を参照のこと。
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バババガガガーーーアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

長期保管前

注注注 バッグの素材の急速な劣化を防止するため、使用
後は毎回十分に乾かして保管してください。

1. 使用後は毎回、バガートップ、排出チューブ、
シュートを外してそれらの内側と外側、および刈
り込みデッキの下側を水道の水ホースで洗う。落
ちにくい汚れは刺激の少ない洗剤で落とす。

2. 硬くこびりついている刈かすを十分に除去する
こと。

3. 集草バッグはホースの水で洗浄して汚れを落と
す。

4. 洗浄後は、全部のパーツを完全に乾かす。

保保保管管管

バババガガガーーーアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの格格格納納納
保保保管管管
1. バガーアタッチメントを洗浄する バガーアタッチメ

ントの清掃 (ページ 17)を参照。

2. バガーアタッチメントを点検する バガーアタッチメ
ントの点検 (ページ 16)を参照。

3. バッグが空であること、また完全に乾いている
ことを確認する。

4. バガーの格納は、汚れていない乾燥した、直射
日光の当たらない場所で行う。カバーを掛ける
ことによりバガーの寿命を延ばすことができる。
屋外で保管しなければならない場合には、防水
カバーを掛ける。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

WARNING: Cancer and Reproductive Harm—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへ https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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